
令和６年度の目標は次のとおりです。

＜両事業共通＞

【輸送の安全に関する目標】

【運輸防災に関する目標】

当局の責任によって生じる運転事故・営業事故・輸送障害をゼロにする

自然災害発生時において利用者等の安全を確保するとともに、業務活動を
維持・早期回復するため、教育・訓練等を通じて対応力の向上を図る

・重傷事故を過去５年間の平均件数より半減する（３件以下）
　（歩行者、自転車にかかる重傷事故は撲滅）
・構造物等との事故を前年度より10％以上削減する（59件以下）
・作業ミスによる故障を撲滅する
・車齢10年以上の車両における通常故障を10％以上削減する（18件以下）

有責事故件数及び車両故障件数を削減する

重点事項

　交通局では、市バス・地下鉄が市民の安全で安心して移動できる手段として、市民・利
用者の皆さまから信頼をいただけるように、運輸安全マネジメントに関する取り組みや訓
練・研修等を通して交通事業者にとって最大の使命である安全の確保に取り組むとともに、
災害に備えた駅改造や設備の整備、職員の意識改革による接客サービスの向上、事故防止
やマナー啓発に取り組んでいます。
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　交通局では、将来を担う人材を確保するために、交通局の職員として働く市バス運転士や地下鉄駅
務員、技術員の採用を行っています。
　また、採用後は養成研修を行い、必要な知識・技能を習得したうえで現場へ配属しています。

①人材の確保

■職員の採用

　交通局で働きたいと思っている方に、交通局の魅力、採用募集情報などを分かりやすく提供するた
め、市バス運転士や地下鉄駅務員、技術員の採用選考等に係る情報に特化した名古屋市交通局採用サ
イトを令和３年３月に開設し、公開しています。

■名古屋市交通局採用サイトによるＰＲ

２ 安全最優先の取り組み

ＵＲＬ
https://www.kotsu.city.nagoya.jp/recruit/

トップページ

③

④

⑤

・重大な事故・自然災害等への対応

輸送安全・運輸防災の目標を達成するため５項目の安全重点施策を定めています。
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アルコール検知器によるチェック 点呼

②職員の管理・育成

・職種紹介　　　　　　　　　　　：交通局のさまざまな職種の紹介
・職員インタビュー　　　　　　　：実際に各現場で働く職員からのメッセージや職場の魅力紹介
・勤務条件　　　　　　　　　　　：勤務時間や休暇等の勤務条件
・女性活躍／ワークライフバランス：女性専用施設や各種休暇制度等の紹介
・キャリアプラン　　　　　　　　：入局時からのキャリアの流れ
・人材育成　　　　　　　　　　　：入局以降行われる、さまざまな研修の紹介
・採用情報　　　　　　　　　　　：説明会情報や募集要項、試験問題の例題など

　全国的に大型第二種免許の所有者数が減少しているこ
とを受け、新たな人材を発掘することを目的として、大
型第二種免許未取得者を対象とした市バス運転士の募集
を令和２年度から行っています。
　第二次選考合格後から第三次選考までの間に、大型第
二種免許を各自で取得し、その後、第三次選考に合格し
て採用された方に、大型第二種免許取得費用を助成しま
す。また、採用後は、免許所有者を対象とした採用選考
を経た採用者よりも多くの実技研修を行うなど、運転技
術・知識を確実に習得できるよう対応しています。

■大型第二種免許未取得者を対象とした市バス運転士の募集

採用サイトの主なコンテンツ

募集告知ポスター

市バス事業では、全運転士の運転記録証明書を取得し、私行上も含めた交通事故、違反歴を把握す
るとともに、点呼で免許証の失効等が無いことを確認し、各運転士の法令遵守と安全意識の高揚に取
り組んでいます。
地下鉄事業では、年間の計画、月ごとの重点事項を定め、駅務員や車掌がマナー啓発放送を実施す

るなど、お客さまへの積極的な働き掛けを通して自らの安全意識を高めるよう取り組んでいます。
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　集中豪雨を想定した水防訓練では、市バス全車両へ無線を使用した
一斉通報による情報伝達訓練などを実施しています。
　また、大規模地震を想定した防災訓練では、運行中の市バス車両と
営業所間における情報伝達や津波避難ビルへの避難誘導訓練などを実
施しています。
　さらに、年末年始安全総点検期間において、事故・バスジャック
等による緊急時を想定した避難誘導訓練やタイヤ交換など、実践的な
訓練も行っています。

　交通局長等幹部職員が現場に出向き、現場職員との相互の理解を
深め、安全意識の向上を図ることを目的に意見交換会を実施してい
ます。
　交通局では、このような取り組みを通して現場での業務の状況や
課題の把握に努め、局全体の安全への取り組みの改善に役立ててい
ます。

　さらに、地下鉄車内及び駅構内に
おける傷害事件、爆破予告といった
様々な非常時においても的確で迅速
な対応をするために警察署・消防署
と連携した防犯訓練や事故復旧総合
訓練、軌道内転落者救出及び救命
救急（AED 取り扱い）訓練など実
践的な訓練も行っています。

意見交換会

現場巡視

水防訓練

防犯訓練

市バス

地下鉄
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過去の事故・災害・不祥事等、一つひとつの事例から、定められているルール・手順の重要性を再
認識し、高い安全意識を身に付けるため、安全学習室を活用して、様々な職員教育を実施しています。

研修車両に搭載されたドライブレコーダー、燃料消費
計、視線計測装置や車両の前後・左右の動揺をモニタ
ーする加速度計などの機器を活用して、より安全な市バ
スの運行ができるよう様々な実践的研修を実施していま
す。
また、外部の訓練コースでは、スラローム走行や急制
動など、公道では試すことができない走行体験をしてい
ます。車両の限界特性を知ることにより、事故防止及
び安全意識の向上に取り組んでいます。

視線計測装置

駅務員、車掌、運転士、助役の各職種が合同で、非常
時の取扱訓練、必須知識の再確認、事故防止教育などを
行い職種間の連携強化と職員個々の資質向上を図るなど、
地下鉄の安全運行を支えるための多様な研修を実施して
います。
また、事故・災害時も冷静・的確に判断・行動し、お
客さまの安全を確保できる対応力の向上を図るため、地
下鉄運転シミュレータや可動式ホーム柵等の機器を活用
して、様々な状況を想定した体験型研修を実施しています。

地下鉄運転シミュレータを活用した体験型研修

　危険性の情報を共有し、事故等の発生を未然に防ぐ
ことを目的としたKYT（危険予知訓練）研修を実施し
ているほか、機器や保守技術に関する専門的な知識・
技術の向上を図るなど、市バス・地下鉄の安全運行を
支えるための様々な研修を実施しています。

技術研修

市バス・地下鉄・技術　共通

地下鉄

市バス

技術
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③安全を確保するための設備

市バス

　積雪時の安全対策として、市バス全車にスタッドレ
スタイヤもしくはチェ－ンを装備しています。

　令和元年度より、ドライバー異常時対応システム
を装備したバス車両を導入しています。運転士に異
常が発生した際に、運転席後方に設置している非常
ブレーキボタンを押すことで、バス車両を停止させ
ることができます。

緊急停止ボタン

市バスの緊急停止ボタンについて

バス車両の更新にあわせて、運転士にとって死角
となる左側方を映像で確認するモニター、前扉を開
けたままでの発車を防ぐ動力遮断装置を導入します。

左側方確認モニター

バス車両への安全装置導入
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駅構内カメラ

　この装置は、全線に設置しており先行列車との間隔や線
路のカーブ等によって決められた運行速度を超えると、自
動的にブレーキをかけて減速又は停止させ、列車の速度を
制御することにより、運行の安全を確保するものです。

　この装置は、東山線、名城線・名港線、桜通線に設置し
ており運転士が出発ボタンを押すことにより自動的に列車
を出発させ、ATC信号の制限速度内で路線に最適な走行パ
ターンにより、出発から加速、減速から停止までの自動制御
を行い、次駅まで安全かつ正確に運行するものです。

　駅構内にはお客さまの安全・安心のため、カメラを設置し
ています。
　ホームをカメラで撮影した映像にて列車の扉開閉操作時の
お客さまの安全確認を行っています。

　お客さまをホームからの転落や列車との接触から守るた
めの設備で、列車の扉と連動してホーム柵の扉が開閉しま
す。現在、東山線、桜通線、上飯田線及び名城線・名港
線の全79駅に設置しています。
　鶴舞線（庄内緑地公園駅～赤池駅）においては、令和８年
９月開催の第20回アジア競技大会(2026/愛知・名古屋)ま
でに完成する目標で、整備を進めています。

　駅ホームの線路内で異常が発生したときに、ボタンを押す
ことにより、駅に進入する電車及び駅を発車する電車を自動
的に停止させます。

　各車両の扉付近に設置しており、非常の場合、ボタンを押
すことにより、車掌または運転士への通報あるいは通話がで
きます。
　ワンマン運転を行っている東山線、名城線・名港線、桜通
線及び上飯田線では、運転士が直ちに応答できない場合、列
車の運行状況を監視している運転指令員が応答します。

■車内カメラ

　車内での犯罪行為等の未然防止及び事後確認等、セキュリ
ティの向上を図り、お客さまが安心してご利用いただけるよ
う、令和２年度より順次、車内カメラを設置しています。

地下鉄

車掌用モニター ホーム前方モニター

車内カメラ
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軌道保守（砕石道床つき固め作業）
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■火災対策設備
　地下駅やトンネルは、不燃化を図るとともに、自動火災報知設備
による警報設備、通信設備や放送設備等の通報設備、排煙設備、
異なる2つ以上の避難通路や非常用照明設備、避難口誘導灯等の
避難誘導設備、屋内消火栓設備等の消火設備を、国の定めた基準
に基づき設置しています。
　避難通路として、通常は使わない非常階段を使用する駅では、扉
の色を黄色に統一し、「非常口」と大きく表記することで、非常時
においても、お客さまが迷うことのないよう配慮しています。
　なお、平成15年2月に発生した韓国地下鉄火災事故を契機に改
正された国の新しい基準では、さらなる安全性の向上を目指し、駅
改造の機会を捉えてホーム階段部の防火防煙シャッターなどの整備
を行うこととされており、これについても順次整備を進めています。

非常用照明装置
　地下駅構内やトンネル内では、停電しても暗闇にならないように
照明には特別の配慮をしています。
　停電と同時に車内の一部の照明は電車のバッテリー電源で点灯
し、最低限の照明を確保します。また、駅構内では非常灯が駅のバッ
テリー電源で点灯し、最低限の照明を確保します。
　さらに、停電が長引く場合は、交通局変電所の非常用発電機を
始動させ各駅へ電気を送り、一部の照明を点灯させます。

防災管理室
　防災管理室は、各駅に設置されており、熱や煙を検知する感知
器やモニターテレビなどで常時駅構内を監視し、災害発生時には情
報収集、避難誘導、通報連絡、消火活動を迅速かつ的確に行うこ
とができる体制をとっています。

災害に備えて災害に備えて

　災害等により電力の供給が断たれた場合に、バス営業運転を早期
再開できるよう、全営業所に発電機やLED投光器を配備しています。

地下鉄

市バス

21

お客さまから信頼される交通局をめざして

お
客
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
交
通
局
を
め
ざ
し
て



防潮扉・止水板
　海に近い名港線の日比野・名古屋港間の6駅全ての出入口
には、高潮、津波等による浸水に備えて、鋼鉄製の防潮扉を
設置しています。非常の場合にはこれで出入口を閉鎖し、浸
水を防止します。
　また、地下鉄駅構内への浸水対策として地上駅を除く83駅
（エレベーター前のみ設置駅含む）の出入口に止水板を設置し
ています。

■防水扉
　庄内川の真下を横断する鶴舞線の庄内緑地公園・庄内通間
には、鋼鉄製の防水扉を4つ設置しています。
　これは、万一、川の水がトンネル内に流入したとき、浸水に
よる災害の拡大防止を図るための扉です。センサーで流入を
キャッチすると、運転指令室からの遠隔操作で扉を閉じて安
全を確保します。

■地下鉄施設の津波対策
　津波による浸水に備え、平成25年度に公表された津波ハザ
ードマップにおいて、過去の地震を考慮した最大クラスの地
震が発生した場合の想定に基づき、地下鉄駅の止水板や換気
所の扉などを津波に対応した強度のものに改修しました。

防水扉
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　巨大地震により大規模停電が発生した場合、
地下鉄の電車がトンネル内の駅間に停止する可
能性があります。津波が到達する前にお客さま
が安全な場所に早く避難できるよう、最寄りの
駅までの非常走行を可能とする電力貯蔵装置を
名港線 港変電所に設置しています。

変電所電力貯蔵装置

電力貯蔵装置 

停電時は電車用電力を 
供給(非常走行） 

回生電力(減速) 充電 放電 力行電力(加速) 

港変電所 

電力会社 
整流器 

送電 

　地震などによる停電時に地下鉄車両から降車して
避難する際、迅速かつ円滑に避難することができる
ように、全線の地下鉄車両に手すり付き非常脱出は
しごを設置しています。
　また、駅においても非常時に軌道からホームへ上が
るための手すり付き非常用はしごを配備しています。

手すり付き非常はしごの設置

手すり付き非常脱出はしご

耐震補強を施した橋脚

　東日本大震災を踏まえ、安全性を高め、地震発生後
に早期復旧を図ることができるよう、耐震補強を実施
しています。

　駅軌道内の壁タイルおよび天井添架物の落下を予防
するため、目視および打音調査、触診による点検を実
施しています。

　デジタルサイネージでの緊急案内放送
　名古屋駅周辺地区都市再生安全確保計画（エリア防
災計画）及び金山駅周辺地区エリア防災計画において、
大規模災害時における帰宅困難者対策の一環として、
駅コンコース階に設置されているデジタルサイネージを
活用した避難誘導及び情報伝達を実施します。

　市バス・地下鉄　親子防災教室
交通局研修所において、地域の皆様に市バス・地下
鉄における防災対策、職員の教育・訓練を広く知って
いただくとともに、各種防災設備を体験していただく
教室を実施しています。令和５年度は約80名の方にご
参加いただきました。
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認知症サポーターは、認知症に関する正しい知識を持ち、認知症の方や家族を温かく見守る「応援者」です。
市バス営業所・地下鉄駅等の運輸職員が、認知症について正しい知識を持ち、適切な対応ができるよ

うにするため、認知症サポーターを養成しています。

認知症サポーターの養成

接客サービス研修

　サービス介助士は、高齢者や障がいのあるお客さまを介助する技術を身に付けるとともに、おも
てなしの心で心のバリアフリーを身に付けることを目指した資格です。
　平成21年度から、市バス全営業所及び地下鉄全駅でサービス介助士の資格を有する職員が常時
1名以上勤務する体制を取っています。

　職員一人ひとりがお客さまサービスの担い手であるという意識を高め、接客サービスのプロとして、職務
に必要な能力を向上させ、成長していけるような取り組みを行っています。

　お客さまから「ありがとう」の言葉がいただけるよう、「接客サービス向上」のためのアクションを
定め、接客サービスの向上に取り組んでいます。

■“ありがとう”宣言（平成20年3月制定）

　新規に採用されたバス運転士・駅務員を対象に、感じの良いあいさつや姿勢・表情・言葉づかい等
の基本的知識及びスキルを習得させ、よりよい接客サービスを実践できるようにする研修を行ってい
ます。

　高齢者や障がいのあるお客さまが、安心して
市バス・地下鉄をご利用いただけるように、実
際に障がいのある方を講師に招き、講義や疑似
体験を行うことで理解を深め、様々な職務にお
いて、お客さまの視点に立った施策を推進でき
るように研修を行っています。

　電車車掌養成時や新規に採用されたバス運転
士・駅務員を対象に、「お客さまに伝える力」
を向上させ、その場に応じた最適な案内放送が
できるように、発声や言葉遣いなどアナウンス
の基本を習得する研修を行っています。

あいさつをしっかりします
身だしなみを整え、第一印象を大切にします
お客さまに“ありがとう”を伝えるため、笑顔で応対します
お客さまにはっきりした声で応対・アナウンスします
電話応対時には、所属・名前を名乗り、責任のある応対をします

1
2
3
4
5

〈アクション〉
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　各部門の技術向上を目的に、年に1回各種コンクールを実施しています。

　各営業所から選出された運転士が、安全確認・車両感
覚といった運転技能と、質問対応・案内放送といった接
客技能を競います。優秀な成績を収めた上位4名は金色
のバッジを、その他の出場者は銀色のバッジを業務中に
着用しています。

　各駅務区から選出された駅務員が、お客さまから「あ
りがとう」の言葉がいただける接客サービスを目指して
接客技能を競います。
　優秀な成績を収めた上位３名は金色のバッジ、その他
の出場者は銀色のバッジを業務中に着用しています。

■運転・接客技能コンクール＜市バス＞

　各運転区から選出された運転士と車掌が技能を競い
地下鉄乗務員の技能及び職務に関する知識を向上させて
お客さまの安全・安心を守ります。
　優秀な成績を収めた上位２名は金色のバッジ、その他
の出場者は銀色のバッジを業務中に着用しています。

運転技能競技会

運転・接客技能コンクール(市バス)

接客コンクール(地下鉄)
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技術職場改善コンクールの発表風景

　技術職場における安全で快適な輸送サービスの
提供に必要な改善を図ることを目的に、毎年開催
しています。
　技術職場（公所）から選出された代表チームが、
日ごろ従事している業務に関して、効率性・安全
性等の向上に資するための改善事例を順次発表し、
成績優秀な職場には表彰を行っています。

■技術職場改善コンクール ＜技術＞

　日常の業務に根ざした職員からの提案や意見を事業運営や利用促進などに反映し、職員の参画意識の
向上に取り組んでいます。

　すべての職場を対象に、業務改善活動を推進するため、各職場における自主的な業務改善の取組事
例を発表する「八ッチーカップ」を行っています。
　優秀な事例については表彰を行うとともに、令和５年度は市全体での業務改善運動である「すみや
か業務改善運動」に交通局の優良事例として報告しました。
　また、発表された業務改善活動を他の職場でも活用する活動にも取り組んでいます。

■八ッチーカップ（交通局における業務改善活動）
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　可動式ホーム柵の整備や内方線付き点状ブロックの整備を進め
ています。
　また、駅員による視覚障害者への積極的な声掛け・お手伝い、
及びお客さまへは視覚障害者が線路に近づくのを見かけたときは
声かけをしていただくよう呼びかけています。

　視覚障害者に対する転落事故防止の取組み

　線路内への転落事故や列車との接触事故を防止するため、歩き
ながらの携帯電話・スマートフォンのご使用をやめていただくよ
う、改札窓口・車内・ホームでの案内放送、旅客案内表示により
啓発するとともに、ホーム柵からの身の乗りだしや寄りかかりな
どの注意喚起にも努めています。

　市バスを安全に利用していただくため、社会福祉協議会主催
の「高齢者はつらつ長寿推進事業」に参加されている方を対象に、
車内事故の実態や原因、気を付けていただくことなどを内容と
した｢事故防止教室」を、各区において開催しています。
　令和5年度は各区１回（計16回）開催し、約300名の方
にご参加いただきました。

　転落・衝突防止のため、エスカレーターを歩いたりせず、手
すりにつかまり、2列で立ち止まってご利用いただくよう、視
覚に訴える掲示物の掲示、職員によるお客さまへの安全な利用
方法など直接的な呼びかけを行っています。
　また、駅長室、改札窓口、ホーム及び車内での案内放送により、
積極的な啓発に取り組んでいます。

　乗車マナー向上に関する啓発活動
　地下鉄車内の乗車マナー向上を図るため、車内案内放送での
呼びかけに加え、マナーポスターを車内等に掲出し、視覚的な
啓発にも取り組んでいます。
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